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ハラルマークの意義と市場の
魅力
　Halalは日本語では、「ハラール」また
は「ハラル」と書き、どちらでも正しい。そ
して英語のHalalはハラルマークにアラ
ビア文字のハラルと併記される場合が
多いので、スペルを間違えないように注
意してほしい。次に最も重要なのはアラ
ビア文字のハラル（図1）である。
　世界のハラルマークの一例を図2に
示した。商品が認定機関に“ハラルで
ある”と認められればハラルマークを添
付することがでる。ハラルの認定機関
は、国内に1団体の場合もあれば、オー
ストラリアには少なくとも40団体、米国に
は100団体以上といった具合に様々で
あり、ハラルマークの色やデザインは各
国・各認定機関によって異なる。しかし、
アラビア文字のハラル（図1）が必ず入
る。それは、ムスリムの子供は幼いころ
から必ずコーランを読んでおり、充分な
教育が受けられず字が読めない子ども

でもアラビア文字のハラルは読めるから
である。そのためハラルマークにあるア
ラビア文字のハラルが重要になってくる
のである。そして、ハラルマークの付い
た商品は一種のブランドとして扱われて
いる。日本の有機JASマークやISOと同
じようなものである。有機JASマークが
付いた商品の購入者は主に経済的ゆと
りがある人、健康を気遣う人、環境を気
にする人が多く、有機JASマークが付
いていない商品との選択ができるが、イ
スラム教徒（ムスリム）には選択の余地
はなくハラルマークの付いた商品しか
購入することができない。現在、世界の
ムスリム人口は少なくとも16億人いると
いわれ、ハラルの市場規模は約3.1兆米
ドル、日本円で310兆円（1＄100円）と推
計されていることから、ハラル市場は非
常に魅力的なマーケットとえる。
　ハラル商品の多くはマレーシア、インド
ネシア、シンガポール、アラビア諸国、ト
ルコを中心とするムスリムのために展開
されているが、ムスリムが従業員の製
造工場でも日本のように従業員がムスリ
ムでない製造場においてもハラルとは
何か、ハラルマークが付いた商品とはど
のようなものか、ハラルマークの付いた
商品の重要性などについての教育がな
されている。そして、マレーシアやインド
ネシアなどでは製造工場だけでなく消

費者への教育も
行っており、ハラ
ルマークの付い
た商品の意味を
理 解している消
費 者が増えてき
ている。今から10
～20年前では考
えられなかったこ
とである。一方、
パキスタンのよう

に消費者教育が未だ進んでおらず、す
べての商品が当然ハラルだと認識して
いるような国もあり、これらの国の消費
者教育が進めば、ハラル市場はさらに
拡大するであろう。例えば単純に計算
すると、16億人のムスリムが1円の商品
を購入しただけで16億円の売上となる
のである。このようなことからも、ぜひハ
ラル認証をとって頂きたいのである。

ハラルとは
　ハラルは本来、イスラム法で許された
項目（もの・こと）のことで、日常生活にお
いてムスリムが口にできるもの、身に着
けることができるという意味である。そ
の対象は飲食物を指すことも多いが、
薬品や化粧品、飲食物に関してはその
原材料のみならず原材料の物流面、
加工工程にまで制約がある。また、ムス
リムは食べ物や飲み物に関するものの
ほか、非食品、毎日の生活におけるす
べてにおいてイスラム法に従わなけれ
ばならない。例えば、嘘をついてはいけ
ない、詐欺を働いてはならないといった
内容で、日本で例えると、豚やアルコー
ルを摂取しても違反にならず（ハラル）、
無免許運転（ハラルでない）が違反にな
るのと同じである。
　宗教上問題ないと判断された商品
にはハラルマークの付与が認められる。
1970年代まではハラル認定機関は存在
しなかったが、その後、1974年に初め
てマレーシアにJAKIMという認定機関
が設立された。その経緯については、
マレーシアのイスラム教徒、ヒンズー教
徒、キリスト教徒、仏教徒が混在する工
場で、ハラルでない原材料を使用して
製造されたという問題が発生したこと
に始まる。そこでイスラム教の指導者た
ちが、ハラルにもISOのように分かりや
すいマークを付けたらいいじゃないかと
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